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今後のＦＣＰの発展方向について 
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平成26年度ＦＣＰ活動の現状と 
今後の方向性 
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ＦＣＰの拡大 
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【FCP情報共有ネットワーク参加企業・団体数】 
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連携 ＦＣＰ情報共有ネットワーク参加企業・団体 

つくる/ みがく 
（研究会・勉強会活動） 

ひろげる 
（普及戦略・普及活動全般） 

標準化 

平成26年度 ＦＣＰ活動図 

ＦＣＰ活動 

・地方自治体 
・大学等学術機関 
・他省庁 
・関連団体 

農林水産省ＦＣＰ事務局 

FCPつながる会議 

人材育成 

食品事業者 
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研究会・勉強会立上げの基本方針について 

１．農林水産省主催研究会・勉強会について 
¸農林水産省ＦＣＰ事務局（以下「ＦＣＰ事務局」といいます。）では、ＦＣＰの基本的な考え方に基

づき、「協働の着眼点」を活用した食品事業者等の活動推進のために必要なものを「つくる」ため及
び既存のツールを「みがく」ために研究会・勉強会（以下「研究会等」といいます。）を開催します。 

 
¸研究会等のテーマは、情報共有ネットワーク参加企業・団体の御意見・御要望や社会情勢等を踏まえ

て、毎年度農林水産省が設定します。（単年度の研究会、複数年度の研究会があります） 
 
¸研究会等成果物については、農林水産省に帰属し、農林水産省が維持管理及び普及を行います。 

 
２．民間主催研究会・勉強会について 
¸ＦＣＰでは民間事業者主催の活動を積極的に支援してまいります。 

 
¸民間事業者の方がＦＣＰの場で研究会等を立ち上げ、議論していきたいテーマがある場合、ＦＣＰ事

務局に相談してください。 
 
¸ＦＣＰの基本的な考え方に基づき、ＦＣＰの場で議論することが適当であるとＦＣＰ事務局が認めた

場合、民間事業者主催の研究会等の立ち上げを承認いたします。 
 
¸議論の内容、成果物についての責任は研究会等を主催する者に帰属します。（ＦＣＰ事務局は、会議

場の提供等で協力します。） 
 
※ 研究会・勉強会ともに上記のとおりですが、「研究会」は特定の成果を出すことを目的としたもの、

「勉強会」は特定の成果を出すことを目的としていないものです。 
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平成27年度 農林水産省主催 
ＦＣＰ研究会・勉強会の柱（案） 
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平成27年度 農林水産省主催ＦＣＰ研究会・勉強会の柱（案） 

ひろげる（普及戦略・普及活動全般）（案） ２ 

つながる（交流・活動拡大）（案） ３ 

つくる／みがく（研究会・勉強会）（案） １ 
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（１）消費者の食品に抱く不安に対する対応勉強会 
（２）企業力アッププログラム実証研究会 
（３）グローバル化時代の食品安全等対策と標準化への取組に関する勉

強会 

（１）地域ブランチとの更なる連携、あるいは拡充 
（２）他の取組との連携 

「顔の見える」交流を深めるためのテーマ 

その他 ４ 

FCPに期待すること 
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①つくる／みがく（研究会・勉強会） 
（１）消費者の食品に抱く不安に対する対応勉強会 
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どのようなテーマでセミナーを開催し、意見交換・情報交換するのがよいか？ 
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①つくる／みがく（研究会・勉強会） 
（２）企業力アッププログラム実証研究会 
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食品企業の99%を占める中小事業者向けに企業力アッププログラム・共通工場監査
項目の実証検討を行いたいが、どのような方法が考えられるか？ 
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①つくる／みがく（研究会・勉強会） 
（３）グローバル化時代の食品安全等対策と標準化への 
   取組に関する勉強会 
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食品産業における規格・認証をめぐる状況のセミナーや、日本で検討している食
品安全マネジメント認証の仕組みについて勉強会を考えているが、他に議論した
いテーマはあるか？ 
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②ひろげる（普及戦略・普及活動全般） 
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地域ブランチとの連携を深める方法、あるいは取り組む地域を拡充していく
方法はあるか？ 

他の取組との連携はあるか？ 
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③つながる（交流・活動拡大） 
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なかなかFCPの勉強会・研究会に参加できない方々も含めた「顔の見える」交流
を深めるためのテーマとして、どのようなテーマが考えられるか？ 
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④その他 FCPに期待すること 
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その他 FCP活動に期待することがあるか？ 
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MEMO 
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